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序

八ッ場ダムは、首都圏の利水および治水を目的として計画され、現在

は吾妻郡長野原町を中心に工事が進められています。

八ッ場ダムの建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査は、当事業団が平成

６年度から実施し、本年度で19年目を迎えます。横壁中村遺跡は平成８

年度から発掘調査が開始され、平成18年度に至るまで継続された長期に

わたる大規模な調査となりました。また調査された遺構や遺物は、本遺

跡が縄文時代を中心とする、非常に大きく、また長く続いた集落である

ことを示しております。これらの膨大な資料を整理し報告する作業は平

成15年度から開始され、今回は縄文時代の竪穴住居18軒と遺構外から出

土した多くの遺物に関する報告を纏めることができました。本書は縄文

時代の集落の構造を考える上で、また長野県、新潟県地域との広域な交

流を考える上で重要な資料となると考えております。

発掘調査から報告書刊行に至るまで、国土交通省八ッ場ダム工事事務

所、群馬県教育委員会、および長野原町教育委員会をはじめとする関係

機関や地元関係者のみなさまには、多大なるご尽力を賜りました。本報

告書を上梓するにあたり、衷心より感謝申し上げます。

また本書が吾妻郡内、ひいては群馬県の歴史を解明する上で末永く活

用されることを願い序といたします。

平成25年３月

公益財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団

理事長　須　田　榮　一





例　　言

１　本書は、八ツ場ダム建設工事に伴う事前調査として、平成８年度から実施されている『横壁中村遺跡』

の発掘調査報告書である。横壁中村遺跡の発掘調査報告書は、財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団調

査報告書第319集『久々戸遺跡・中棚Ⅱ遺跡・下原遺跡・横壁中村遺跡』を第１冊目として、既に12冊

が刊行されている。本書は、横壁中村遺跡で検出された縄文時代の住居と遺構外出土遺物を掲載してお

り、横壁中村遺跡の発掘調査報告書の第13冊目である。

２　横壁中村遺跡は群馬県吾妻郡長野原町大字横壁字観音堂５３０他に所在し、長野原町教育委員会と協議

の結果、本遺跡名が決定された。

３　本発掘調査は、群馬県教育委員会の調整に基づき、財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団が国土交通省

関東地方整備局（平成13年１月までは建設省）の委託を受けて実施した。平成14年度からは、八ツ場ダ

ム地域埋蔵文化財調査を目的に設置された、財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団八ツ場ダム調査事務

所が担当している。

４　発掘調査は平成８年４月１日から平成18年３月31日まで実施しており、今回報告する遺構の調査年度は

平成８～15年度に調査されたものである。

５　発掘調査体制は以下のとおりである。

調査担当　阿久津　聡、池田政志、石田　真、小野和之、関　俊明、藤巻幸男、松原孝志、諸田康成、

渡辺弘幸、綿貫邦男

６　整理期間は平成23年４月１日から平成25年３月31日である。

７　整理体制は以下のとおりである。

整理担当　藤巻幸男（上席専門員）、遺物写真撮影　佐藤元彦（補佐）

８　本報告書作成の担当

編　　集　藤巻幸男

執　　筆　石田　真（群馬県教育委員会文化財保護課指導主事）－第１章

藤巻幸男（上記以外）

石材同定　藤巻幸男

遺構写真撮影　各調査担当者

委　　託　遺構測量および空中写真　株式会社測研

遺構図デジタル編集　株式会社　シン技術コンサル

整理補助　新保純子、石村千恵美、井草峯子、吉田豊子、黒岩扶美枝、足立やよい、富澤友理、篠原

了子、鈴木理佐、安ヶ川京美、川津えみ子、中嶋公江、日野亮子、関　裕子

９　出土遺物及び記録図・写真などの記録類は、すべて群馬県埋蔵文化財センターで保管している。

10 発掘調査および報告書作成には、次の関係機関、諸氏にご助言をいただいた。記して感謝いたします。

国土交通省関東地方建設局八ツ場ダム工事事務所、群馬県教育委員会文化課、長野原町教育委員会

大竹幸恵（長門町立黒曜石体験ミュージアム）、金子直行（埼玉県埋蔵文化財調査事業団）、小池岳史



（茅野市教育委員会）、佐藤雅一（津南町教育委員会）、白石光男（長野原町教育委員会）、大工原豊（國

學院大學）、寺内隆夫（長野県埋蔵文化財センター）、富田孝彦（長野原町教育委員会）、能登　健（前

橋市教育委員会）、平林　彰（長野県埋蔵文化財センター）、福島　永（辰野町教育委員会）、松島榮治

（元嬬恋村郷土資料館館長）、綿田弘実（長野県埋蔵文化財センター）、渡辺清志（埼玉県埋蔵文化財調

査事業団）

凡　　例

１．挿図中に使用した方位は、座標北を表している。本書で使用する測量図の座標はすべて、2002年４月改

正以前の日本測地系を用いている。

２．調査範囲には４ｍ×４ｍのグリッド網を設定し、各グリッドの呼称は南東隅の交点を当てている。

３．遺構図の縮尺は、列石にかかる図は1/80、配石にかかる図は1/40を基本とした。

４．遺構番号は、調査時の番号を用いている。当遺跡では調査中あるいは整理段階で各遺構の再検討を行っ

ており、他の遺構に組み入れられたものや、遺構認定から外されたものもあるため、遺構番号は連続し

ない。

５．遺構図面中における遺物番号は遺物実測図の番号と一致する。また、●は土器、▲は石器を表し、図示

した遺物でこの表示のない遺物、遺構図中に番号のない遺物は出土位置を記録しなかったものである。

６．遺物図の縮尺は土器実測図は1/4、土器拓本は1/3、石器1/3を原則としたが、これ以外の縮尺を用いて

いる場合も多い。その場合は各遺物実測図に記した。なお、縄文晩期～弥生土器は実測図・拓本ともに

1/3とし、大型品だけを1/4とした。

７．縄文時代早期後半～前期前半期の胎土に繊維を含む土器は、断面図に　を付けて表示した。

８．石器実測図では、自然面を点描、磨り面と欠損面を白抜きとしている。

９．写真図版中の遺物の縮尺は、概ね遺物実測図と同縮尺とした。

10．遺物観察表、石器計測表の記載方法は下記の通りである。

（１）土器の計測値の単位は㎝である。

（２）石器の計測値の単位は㎜である。

（３）石器類の重量はすべて残存値であり、単位はｇである。

（４）色調については、農林水産省水産技術会議事務局監修、財団法人日本色彩研究所色票監修の新版

標準土色帖に基づいている。
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８　９区１号住居　柱穴３・４・５の埋没土セクション（南から）
ＰＬ．４
１　10区３号住居　全景（東から）
２　10区３号住居　確認時の遺物出土状況（北から）
３　10区３号住居　炉の確認（東から）
４　10区３号住居　炉内埋設土器（東から）
５　10区３号住居　炉掘り方調査状況（西から）
ＰＬ．５
１　18区９号住居　石囲い炉全景（南東から）
２　18区９号住居　炉の掘り方調査状況（東から）
３　18区25号住居　全景（東から）
４　18区25号住居　石囲い炉全景（東から）
５　19区５号住居　掘り方全景（南から）
ＰＬ．６
１　19区５号住居　確認状況（東から）
２　19区５号住居　南側敷石面とその縁辺をめぐる小礫（東から）
３　19区５号住居　床面上に残る炭化材（東から）
４　19区５号住居　敷石面上出土の土器（東から）
５　19区５号住居　炉の確認状況（東から）
６　19区５号住居　炉内から折り重なって出土した土器（東から）
７　19区５号住居　炉全景（南から）
８　19区５号住居　炉全景（西から）
ＰＬ．７
１　19区13号住居　全景（北から）
２　19区13号住居　確認時の遺物出土状況（北東から）
３　19区13号住居　炉全景（北から）
４　19区13号住居　炉掘り方調査状況（東から）
５　19区13号住居　柱穴２の確認状況
ＰＬ．８
１　19区15号住居　全景（北から）
２　19区15号住居　確認時の遺物出土状況（西から）
３　19区15号住居　炉の確認（南西から）
４　19区15号住居　遺物出土状況（北から）
５　19区15号住居　炉辺の遺物出土状況（西から）
ＰＬ．９
１　19区12号住居　炉確認状況（北西から）
２　19区12号住居　炉全景（北西から）
３　19区12号住居　炉石の復元（南から）
４　19区12号住居　炉の掘り方調査状況（北西から）
５　19区50号住居　全景（北東から）
ＰＬ．10

１　19区50号住居　奥壁側の周縁礫と敷石（北東から）
２　19区50号住居　炉と埋甕の確認状況（南から）
３　19区50号住居　炉の調査状況（南から）

４　19区50号住居　炉と埋甕全景（南から）
５　19区50号住居　炉全景（南から）
６　19区50号住居　炉内埋設土器
７　19区50号住居　炉の掘り方（南から）
８　19区50号住居　出入り口部埋甕の調査状況（東から）
ＰＬ．11

１　19区52号住居　全景（北東から）
２　19区52号住居　礫の出土状況（北から）
３　19区52号住居　床面付近の遺物出土状況（北東から）
４　19区52号住居　炉全景（北西から）
５　19区52号住居　炉掘り方調査状況（北西から）
ＰＬ．12

１　19区11号住居　炉の確認状況（東から）
２　19区11号住居　路上面の遺物出土状況（東から）
３　19区11号住居　遺物出土状況（東から）
４　19区11号住居　炉内埋設土器（南東から）
５　19区11号住居　炉周囲の調査
６　19区11号住居　炉周囲の調査
７　20区74号住居　遺物出土状況
８　20区74号住居　遺物出土状況
ＰＬ．13

１　28区８号住居　炉内埋設土器確認状況（西から）
２　28区８号住居　炉内埋設土器（南から）
３　28区10号住居　全景（北東から）
４　28区10号住居　炉周囲の状況（南から）
５　28区10号住居　炉全景（南から）
６　28区12号住居　確認状況（北東から）
７　28区12号住居　炉の確認（東から）
８　28区12号住居　炉の掘り方調査状況（東から）
ＰＬ．14

１　30区29号住居　炉の確認
２　30区29号住居　炉掘り方調査状況
３　30区30号住居　炉上面の状況（南から）
４　30区30号住居　炉内埋設土器の確認状況（東から）
５　30区30号住居　炉内埋設土器（南から）
６　30区30号住居　炉掘り方調査状況（南から）
７　30区32号住居　炉内埋設土器の確認（東から）
８　30区32号住居　炉掘り方調査状況（南から）
ＰＬ．15

住居出土遺物（１）
ＰＬ．16

住居出土遺物（２）
ＰＬ．17

住居出土遺物（３）
ＰＬ．18

住居出土遺物（４）・縄文時代早期・前期の出土土器
ＰＬ．19

縄文時代前期・五領ヶ台式期の出土土器
ＰＬ．20

五領ヶ台式期・10区出土土器
ＰＬ．21

10区・18区出土土器
ＰＬ．22～ＰＬ．28

18区出土土器
ＰＬ．29

18区・19区・20区出土土器
ＰＬ．30～ＰＬ．58

20区出土土器



ＰＬ．59

20区・28区出土土器
ＰＬ．60～ＰＬ．77

28区出土土器
ＰＬ．78～ＰＬ．85

29区出土土器
ＰＬ．86

29区・30区出土土器
ＰＬ．87

30区出土土器・出土石器（石鏃）

ＰＬ．88

出土石器（石鏃未製品・石錐・石匙・削器）
ＰＬ．89

出土石器（削器・使用痕のある剥片・打製石斧）
ＰＬ．90

出土石器（磨製石斧・敲石・砥石）
ＰＬ．91

出土石器（砥石）・土偶・土製品
ＰＬ．92

耳飾り・軽石製品
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第１節　調査に至る経緯

八ッ場ダム建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査

は、建設省関東地方建設局（当時。現在は国土交通

省関東地方整備局）と群馬県教育委員会、長野原町

教育委員会、吾妻町教育委員会（当時。現在は東吾

妻町）がその実施に関する協議を重ね、建設省関東

地方建設局長と群馬県教育委員会教育長が、平成６

年３月18日に「八ッ場ダム建設工事に伴う埋蔵文化

財の実施に関する協定書」を締結し、八ッ場ダム建

設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査事業の実施計画が

決定されたことによって開始されることとなった。

実施計画書に示された調査組織等の役割は、調査実

施機関は群馬県教育委員会で、調査機関は財団法人

群馬県埋蔵文化財調査事業団である。

この協定をふまえて、平成６年４月１日に関東地

方建設局長と群馬県教育委員会教育長により発掘調

査受諾契約を、同日に群馬県教育委員会教育長と財

団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団理事長により発

掘調査委託契約を締結し、八ッ場ダム進入路関連遺

跡を調査箇所とする八ッ場ダム建設工事に伴う埋蔵

文化財発掘調査事業が開始された。平成６年度から

実施されている調査は、工事用進入路に関するもの

が主体となっている。これは、八ッ場ダム建設工事

の大規模な工事を円滑に進めるため、機材や重機を

搬入・搬出する進入路や仮設道路の整備が先行され

る状況にあったためである。

平成６年度に締結された協定によると、調査対象

遺跡は48遺跡であり、そのうち本遺跡の位置する長

野原町横壁地区の遺跡は７遺跡であった。横壁地区

でも工事用進入路を原因とする調査が先行され、平

成６年度には協定対象遺跡である横壁勝沼遺跡の調

査が実施された。

本遺跡も平成６年度に締結された協定での対象遺

跡であり、平成６・７年度に行われた横壁勝沼遺跡

の調査が終了した後、平成８年度から調査が行われ

ることになった。工事用進入路部分の調査は平成11

年度に終了し、平成12年度からは横壁地区護岸工事

部分の調査に着手した。詳しくは次節「調査の経過」

にゆずる。

なお、関東地方建設局長と群馬県教育委員会教育

長と財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団理事長

は、平成11年４月１日に「八ッ場ダム建設工事に伴

う埋蔵文化財調査の実施に関する協定の一部を変更

する協定書」を締結し、平成11年４月以降は調査実

施機関を財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団に変

更し、現在の調査体制に至っている。

また、協定書の対象遺跡で、横壁地区に位置する

７遺跡のうち上野Ⅳ遺跡と観音堂遺跡は、長野原町

教育委員会との協議の結果、本遺跡に統合されるこ

とになった。

第２節　調査の経過

横壁中村遺跡の調査は平成８年度より行われた。

平成８年度から11年度までは工事用進入路部分、平

成12年度からは横壁地区護岸工事部分を中心とした

調査であるが、これらの工事は一体のもので、調査

は継続して行われてきた。各年度ごとの調査範囲は、

図示した通りであるが、年度をまたいで調査された

範囲もあるので、図示した範囲は調査の終了した年

度を表している。各年度ごとの調査経過を調査日誌

を元に抜粋する。

平成８年度 調査事務所の設置、調査区への進入路

等の造成工事等を行ったため、本調査は７月１日開

始となった。本年度は担当者は３名による１班での

調査であり、27地区18・28区を中心とする調査を実

施した。進入路が狭く重機を導入できず、人力によ

る掘削を強いられ調査は困難であった。11月23日に

現地説明会を開催し、見学者は157名であった。

平成９年度 前年度の継続である18・28区の調査と

第１章　調査の方法と経過
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ともに、その西側にあたる19・20・29・30区の表土

掘削を実施し、調査に着手した。担当者は４名の配

置であったが、７月から９月まで１名は久々戸遺跡

の調査にまわっている。調査面積は約5,000㎡であ

る。11月３・４日に当事業団主催の平成９年度出土

文化財巡回展示会が八ッ場地区で実施され、遺物・

パネルを出展した。

平成10年度 平成８・９年度の継続調査である。担

当者は年度当初４名の配置であったが、うち１名は

林地区及び西久保Ⅰ遺跡の調査を担当することにな

ったため、実質３名の１班体制による調査となった。

本年度の調査面積は約6,200㎡であった。

平成11年度 前年度までの継続調査と20・30区で調

査区を拡張した。担当者は５名、２班の体制であっ

たが、うち２名が長野原地区の調査を担当すること

になったため、10月末までは３名、１班での調査と

なった。４月29日に前年度に検出された大型敷石住

居、環状柱穴列などを現地説明会で公開し、153名

の見学者を集めた。さらに本年度は調査区西側の28

地区11区でも調査を行ったが、試掘の結果、遺構は

確認できなかった。

また、平成11年８月13日からの豪雨により横壁地

区が被災したため、８月22日まで調査を休止した。

本年度で工事用進入路部分の調査はすべて終了し

た。調査面積は6,200㎡である。

平成12年度 工事用進入路部分の調査が終了したた

め、この南側の代替地護岸工事部分の調査を担当者

７名による２班体制で開始する予定であったが、１

班は林地区の調査に対応することとなり、残る１班

も、西久保Ⅰ遺跡との掛け持ちとなったため、調査

対象面積は当初予定よりも大幅に減少した。本年度

の調査は20区の調査が中心となり、一部18区の試掘

調査を行った。また、調査区南側にあるゲートボー

ル場の東側にパンザマスト（気象用観測マスト）が

設置されるにあたって42㎡を併せて調査し、縄文時

代後期の住居、中世の土坑を検出している。調査面

積1,800㎡であった。

平成13年度 発掘作業員の雇用システムが変更にな

り、調査開始が６月４日となった。本年度の調査対

象地は遺跡の中央を流れる山根沢の両側にあり、

18・19・20区にあたる。工事が予定されている山根

沢の西側は、工事行程にあわせて調査が終了した地

区を順次、工事側に引き渡しながら進められた。11

月に国土交通省より希少猛禽類の保護のため対策を

講じてほしいとの要請があり、12月１日から調査体

制を縮小したため調査の一部は次年度に継続とな

り、調査面積は当初の6,200㎡から5,200㎡となった。

平成14年度 本年度より当事業団八ッ場ダム調査事

務所が開所し、八ッ場地区の調査を管轄することに

なった。担当者は７名の２班体制での調査となり、

前年度からの継続である18区を中心に調査を行っ

た。本年度は６月から８月にかけて担当者２名が西

ノ上遺跡へ、10月からは担当者４名が上郷岡原遺跡

へ異動している。また、前年度と同様に11月下旬か

ら希少猛禽類保護のため調査体制を縮小しての調査

となった。調査面積は5,400㎡であった。

平成15年度 前年度の継続調査の18区と９・10・

19・20区の調査を行った。担当者は当初６名の配置

であったが、４月から６月は担当者２名が久々戸遺

跡の調査を行い、７月から１名が整理事業への異動

となった。また11月からは１名が増員となった。調

査は前年度からの継続であり、18区の埋没河道の調

査から開始し、その後19・20区の調査を行った。本

年度は平成12・13年度の調査区まで終了する予定で

あったが、用地買収が遅れ、一部次年度に継続とな

った。本年度の調査面積は約8,000㎡であった。

平成16年度 前年度に調査未了となった20区の調査

を行った。担当者２名による１班体制である。本年度

で代替地護岸工事部分の調査終了の予定であったが、

調査区南側の道路沿いの一部が用地買収と墓地移転

の遅れにより、調査が未了となり、次年度以降に継続

となった。本年度の調査面積は約1,400㎡であった。

平成17年度 国道145号線部分の調査を、担当者５

名による２班体制で行った。調査区は９・10区であ

る。調査面積は約14,000㎡であった。

平成18年度 10・20区の平成17年度調査で経塚が検
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出された地点を中心に、４月１日から４月13日まで

担当者３名による短期間の調査を実施した。調査面

積は188㎡である。

第３節　調査の方法

１　調査の手順

調査は初めはバックフォーによる表土掘削を行

い、順次作業員による遺構確認、遺構調査へと進ん

でいった。遺跡の現況は畑、水田、道路であった。

遺構から出土した遺物は、その遺構番号を付し、

さらに図面上に出土位置を記録したものについては

個別番号を付し、標高を測定して取り上げた。遺構

外から出土した遺物については、後述するグリッド

単位で取り上げた。さらに出土位置を記録したもの

は遺構出土のものと同様に個別番号を付し取り上げ

た。遺構測量は作業員によるものと測量会社に委託

して測量したものがある。縮尺については、住居・

土坑・配石等は1/20、炉・埋甕・埋設土器等は1/10、

その他の遺構も1/20を原則としたが、溝・列石等規

模の大きい遺構については1/40、全体図は1/100、

1/200で作成した。また、列石の一部においては、バ

ルーン撮影による空中写真測量も委託して実施した。

遺構の個別写真は、主に35㎜モノクローム及びリ

バーサル、６×７判モノクロームで撮影し、一部

６×７判リバーサルも状況に応じて使用している。

２　遺跡の名称

本遺跡は、吾妻郡長野原町大字横壁字観音堂に位

置する。発掘調査時の遺跡名称は、財団法人群馬県

埋蔵文化財調査事業団で行っている遺跡命名の慣例

に従うと大字名＋小字名となり、「横壁観音堂遺跡」

となるべきであるが、国土地理院1/25,000地形図

「長野原」によると遺跡地には「中村」という小字

名が記されているため、平成８年度の発掘調査開始

時に「横壁中村遺跡」と命名した。しかし、この

「中村」という小字名は行政的には用いられておら

ず、正確には前述の通り「観音堂」である。また、

『長野原町の遺跡－町内遺跡詳細分布調査報告書－』

（長野原町教育委員会 1990）によると本遺跡は「観

音堂遺跡」「上野Ⅳ遺跡」の範囲に入っている。さ

らに群馬県遺跡台帳には「横壁中村遺跡」が記され

ているが記述によるとこれは本遺跡の南西にあた

り、位置がやや異なる。このように、本遺跡の遺跡

名に関しては若干混乱があるが、長野原町教育委員

会との協議により、「横壁中村遺跡」が本遺跡の正

式名称として決定されている。

３　調査区の設定

調査区の設定については、1994（平成６）年度か

ら始まった八ッ場ダム建設工事に伴う埋蔵文化財の

発掘調査においては、「八ッ場ダム関係埋蔵文化財

発掘調査方法」に基づき実施されてきた。この方法

については、『長野原一本松遺跡（１）』（群埋文

2002）に詳しいので、詳細はそちらを参照していた

だきたい。ここでは概略を記す。

調査区については、八ッ場ダム建設工事に伴う埋

蔵文化財調査対象地内を国家座標（2002年４月改正

以前の日本測地系）を使用し、吾妻郡吾妻町（現東

吾妻町）大柏木の東部付近を基点（Ｘ＝58000.00、

Ｙ＝－97000.00）とした。そして、まずこの基点か

ら１㎞四方の地区（大グリッド）を西に10区画、北

に６区画の60地区を設定した。次に各地区を100ｍ

四方の区（中グリッド）に区分し、東南隅から西に

１～10区、次の列を11～20区のように100区に区部

した。更に各区を４ｍ四方のグリッドに細分した。

グリッドは、東南を基点に西へＡ～Ｙ、北へ１～25

までの番号を付し、組み合わせてグリッド名として

いる（例：20区Ａ－１）。

本遺跡の調査区は、地区では「27地区」を中心と

し、一部「28地区」にかかり、「区」では27地区は

「９・10・17・18・19・20・28・29・30区」、28地区

は「１・11区」に相当している。遺構名称は、区ご

とに連続する番号を付し、区をまたぐ遺構の場合は

遺構の主体と考えられる区の番号を付している。
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八ッ場地区の遺跡の立地する環境については、既

刊の『長野原一本松遺跡（１）』（群埋文 2002）お

よび『八ッ場ダム発掘調査集成（１）』（群埋文

2003）に詳述されているので、そちらを参照してい

ただきたい。ここでは、横壁中村遺跡の立地する地

理的環境および歴史的環境について概観するにとど

める。

第１節　地理的環境

１　八ッ場ダム建設予定地と地域特性

八ッ場ダム建設予定地は、吾妻郡長野原町の東端

にあり、景勝地として有名な国指定名勝「吾妻渓谷」

に近い緑豊かな山間部にある。この地区は吾妻川の

両岸に急峻な山が迫り、平坦地は川沿いのわずかな

段丘面に限られている。ダムサイトの建設が計画さ

れているのは、JR川原湯駅から東へ700ｍほどの地

点で、そこから西のJR長野原草津口駅付近までの

約６Kmほどの間にダム湖ができる予定である。ち

なみに「八ッ場」とは、ダムサイトの建設が予定さ

れている地点の小字に由来している。

長野原町がある西吾妻地域は、群馬県が長野県・

新潟県と県境を接する山間部に位置し、新潟県との

県境には草津温泉や草津白根山があり、長野県との

県境には浅間山がある。いずれも活火山で、草津白

根山はイオウ成分が多く、浅間山は大量の軽石を噴

出したことで知られている。

この西吾妻地域を地図で見ると、長野・新潟の県

境は2,000ｍクラスの峰々をつないだ分水嶺で分か

れており、北側から草津峠・渋峠・万座峠・鳥居

峠・地蔵峠・車坂峠を通じて行き来をしている。ま

た、東吾妻との境界も1,500ｍクラスの峰をつない

だ分水嶺で区分され、暮坂峠・須賀尾峠・二度上げ

峠で結ばれている。ここで唯一低い場所は吾妻川沿

いの吾妻渓谷で、現在はここを国道145号線とJR吾

妻線が通っているが、以前はかなりの難所だったと

ころで、江戸時代までは須賀尾峠越えのルートが主

要道だったという。

こうしてみると、西吾妻地域は周囲を分水嶺で囲

まれた、平野部からは見通すことのできない地域で

あることがわかる。長野原町市街地の標高は630ｍ

前後で、長野県側の周辺市町村と較べても大差はな

いが、地味や気象条件などの点で水田稲作には不向

きな土地柄である。こうした地域特性は、遺跡の内

容にも色濃く認められる。

２　遺跡の位置と地形

横壁中村遺跡の位置する長野原町は群馬県北西部

に位置し、草津町、嬬恋村、旧六合村、東吾妻町と

接するとともに、長野県とも県境をなしている。

この地域の地質形成に大きな影響を与えたものに

は吾妻川と浅間山がある。吾妻川は長野県境の鳥井

峠付近に源を発し、東流して渋川市で利根川と合流

する全長76.2㎞の一級河川である。本遺跡はこの合

流点から約43㎞遡った地点にあり、約６㎞下流には

「関東の耶馬溪」の異名をとる国指定名勝「吾妻渓

谷」がある。浅間山は町域の南西部、長野県境に位

置し、黒斑・仏岩・前掛山・釜山の４つの火山体で

構成される標高2,568ｍの成層火山である。

本遺跡の立地する長野原地域の段丘面は、この吾

妻川と浅間山の活動の影響を多分に受けて形成され

ている。本地域の段丘面は最上位、上位、中位、下

位の４段丘面に区分されるが（長野原町 1993）、こ

のうちの最上位段丘と上位段丘の２面は約21,000年

前の黒斑火山の噴火に伴い発生し、当時の吾妻川河

床を数10ｍ以上の厚さで埋めつくした応桑泥流堆積

物がその基盤となっている。最上位段丘は吾妻川か

らの比高が約80～90ｍであり、泥流流下後にほとん

ど浸食されずに段丘面となったもの、上位段丘は比

高が約60～65ｍであり泥流堆積物を浸食し形成され

第２章　遺跡の環境
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第２図　八ッ場ダム建設地域の位置（国土地理院1/20万地勢図「高田」「長野」使用）
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ている。これら２面の上には、約11,000年前に噴出

した浅間－草津黄色軽石（As-YPk）を含む関東ロ

ーム層が堆積している。中位段丘は比高30ｍ前後で、

本遺跡のある横壁地区などこの地域に最も広く分布

している。低位段丘は比高約10～15ｍである。

横壁中村遺跡は、この長野原町の北東に位置し、

先述のように吾妻川右岸の中位段丘上に立地する。

標高は約570ｍで、調査区北に接して流れる吾妻川

とは比高差40ｍほどの段丘崖により隔てられてい

る。また南側には山地が迫り、西は深沢、東は東沢

という２本の沢によって深く区画され、調査区のほ

ぼ中央にも山根沢という小沢が北流している。遺跡

のある中位段丘面上は、これらの沢からもたらされ

た堆積物や土砂崩れなどによる崖錐堆積物が、吾妻

川により形成された段丘礫層上を覆い、吾妻川に向

かい緩く傾斜している。調査区内の比高差は約15ｍ

である。調査区内には、この崖錐堆積物の夥しい数

の礫が存在し、調査を困難なものとした一因でもあ

った。中位段丘については、離水時期は明らかでな

いが、本遺跡の調査では段丘礫層上に関東ローム層

及びAs-YPkの堆積が認められないことから、それ

以降の離水と考えられる。

浅間山の活動では、本遺跡の中心となる縄文時代

中期から後期にかけては大きな影響はないと考えら

れるが、その後も活動は続き、遺跡内にその痕跡を

とどめている。平安時代の住居の埋土の中には、浅

間山起源と思われる火山灰の堆積が認められるもの

も存在し、また江戸時代の1783（天明三）年には、

噴火とともに泥流を発生させ、流域に甚大な被害を

及ぼしている。本遺跡においても、この天明泥流に

より埋没した畑跡が検出されている。

また、本遺跡の景観を語る上で欠かせないのが丸

岩の存在である。調査区の南南西約1.5㎞に位置す

る標高1,124ｍをはかる岩峰で、100万年ほど前に活

動していた菅峰火山の溶岩に由来すると考えられて

いる。南側を除いた３方が100ｍにも達する垂直の

崖に囲まれ、本遺跡から望むと巨大な円柱状にも見

える特徴的な山容を呈している。この崖面には、柱

状節理による割れ目が顕著に現れており、山の形状

とあわせ見た独特の景観は、この遺跡に暮らした

人々がランドマークとして仰ぎ見たであろうことを

推測するにたる奇峰と言える。

第２節　歴史的環境

横壁中村遺跡のある長野原町は明治22年の町村制

実施の際に、川原畑、川原湯、横壁、林、長野原、

大津、羽根尾、古森、与喜屋、応桑の旧十ヶ村を合

併して成立した。町内での遺跡の調査は、昭和29年

に行われた堪場木遺跡の調査を嚆矢とし、昭和38・

47・48年には群馬県による分布調査が行われ、昭和

53年には石畑Ⅰ岩陰遺跡が発掘調査された。

昭和62年からは八ッ場ダム建設に先行して、町教

委による埋蔵文化財詳細分布調査が実施され、183

箇所の遺跡地が確認された。（その後の調査で、平

成17年３月現在では214遺跡に増加している。）これ

以降、町教委による発掘調査が行われている。さら

に平成６年からは八ッ場ダム建設工事に伴う埋蔵文

化財発掘調査事業が当事業団によって進められてい

る。これらの調査をもとに横壁中村遺跡の歴史的環

境を概観してみる。

旧石器時代 長野原町内では、これまでの調査にお

いて旧石器時代の遺跡は確認されていない。吾妻川

流域は前述したように応桑泥流や浅間－草津黄色軽

石（As-YPk）によって厚く覆われており、この下位

を調査することは、掘削方法や安全上の問題などか

ら難しいのが現状である。ただし、柳沢城跡（14）

から遺構外ながら細石器文化に伴うと考えられる珪

質頁岩の削器が１点出土しており、より山間部の遺

跡などでこれらの堆積物の下位の調査が実施されれ

ば、当該期の遺跡が確認される可能性は否定できな

い。

縄文時代 長野原町による埋蔵文化財詳細分布調査

によれば現在までに214箇所の遺跡地が確認されて

おり、このうち約半数の105遺跡で縄文時代の遺構、

遺物の存在が確認されている。

まず、草創期の遺跡としては石畑Ⅰ岩陰遺跡（２）
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があげられる。奥行４ｍ、幅40ｍの大規模な岩陰遺

跡であり、草創期から前期、そして晩期にわたる遺

物と獣骨が出土している。旧石器時代の遺跡は確認

されていないが、縄文時代草創期には長野原町域に

人間が生活していたことを証明する遺跡である。早

期では、楡木Ⅱ遺跡（27）で多くの撚糸文系土器、

表裏縄文土器、スタンプ形石器とともに、竪穴住居

が31軒検出されている。この住居の中には石囲炉を

持つものがあるとともに、重複関係を示すものもあ

ることから、同時期の集落における定住性について

新たな視点を与えるものと思われる。また、立馬Ⅰ

遺跡（17）でも撚糸文期の住居と田戸下層式期の住

居が検出されている。この立馬Ⅰ遺跡では、早期か

ら晩期までのほぼ全ての時期の遺物が出土してい

る。山間の狭隘な谷に位置するこの遺跡からこのよ

うに長い時期にわたって遺物が出土していること

は、この地域の縄文時代の環境を復元する上で興味

深い事実である。さらに同時期の遺物は幸神遺跡

（28）、長野原一本松遺跡（29）、坪井遺跡（35）で

も出土が確認されている。

前期の遺跡は、坪井遺跡で花積下層式期の住居と

土坑が検出されているほか、長野県域を主体とする

塚田式、北陸地方の極楽寺式と関連すると思われる

遺物が出土している。また暮坪遺跡（38）では二ツ

木式期の住居が検出されている。さらに長畝Ⅱ遺跡

（41）では黒浜式期の住居が検出されている。本遺跡

でも関山式、あるいは黒浜式期と思われる遺物が出

土しているが、量は少なく、遺構も確認されていな

い。前期後半では、楡木Ⅱ遺跡で諸磯式期の住居が、

川原湯勝沼遺跡（10）で同時期の土坑が検出されて

おり、本遺跡でも同時期の土坑が確認されている。

中期になると遺跡数、遺構量ともに大幅に増加す

る。本遺跡では勝坂式期の住居から中期末まで200

軒以上の住居が確認されている。長野原一本松遺跡

でも本遺跡と同様に大集落が形成されている。ただ

その始まりは本遺跡より若干時期が下り、中期後半

の加曽利Ｅ式期になってからと思われる。この時期

の特徴としては他地域との密接な交流がうかがえる

点である。本遺跡の出土遺物でも、関東系の土器と

ともに中部高地系、特に長野県東部との強い関連が

うかがえる土器が多く、さらに新潟県方面から持ち

込まれたと思われる土器も少なくない。これは長野

原一本松遺跡でも新潟県方面から伝播したと思われ

る大木系の土器が出土していることや、坪井遺跡で

も新潟県域で主体的な「栃倉類型」などの資料が出

土していることからも確認できよう。

後期になると長野原一本松遺跡の集落はやや縮小

の傾向にあるが、本遺跡は加曽利Ｂ式期まで継続す

る。この時期の住居では、柄鏡形敷石住居の検出例

が多く、本遺跡や長野原一本松遺跡のほか、林中原

Ⅰ遺跡（20）、上原Ⅳ遺跡（21）、向原遺跡（32）、

Ⅱ遺跡（37）、滝原Ⅲ遺跡（44）、古屋敷遺跡（45）、

上郷岡原遺跡（48）などで確認されている。

晩期になると遺跡数は減少する傾向にあり、前述

した石畑Ⅰ岩陰遺跡以外ではほとんど確認されてい

なかったが、最近の調査により検出例が増加してい

る。川原湯勝沼遺跡では氷Ⅱ式土器による再葬墓と

思われる土坑が検出され、久々戸遺跡（31）では氷

式土器の鉢形土器、立馬Ⅰ遺跡でも長野県北部を主

体とする女鳥羽川式土器の浅鉢が出土している。本

遺跡でも平成15年度の調査で晩期終末から弥生時代

初頭と思われる埋設土器、土坑が確認された。検出

できた遺構数は少ないが、土器片を中心とする遺物

量は多く、県内でも有数のものと考えられる。

弥生時代 長野原町域では、この時期の遺跡は極め

て希薄である。遺構では、本遺跡で甕形土器を埋設

した前期の再葬墓の可能性のある土坑が検出されて

いるほか、立馬Ⅰ遺跡で前期から中期の住居と中期

の甕棺墓が検出されている程度である。また、楡木

Ⅲ遺跡（25）、坪井遺跡、外輪原Ⅰ遺跡（42）など

で前期から中期の遺物、二社平遺跡（４）で後期の

遺物が出土している。

古墳時代 1938（昭和13）年に編纂された『上毛古

墳綜覧』によれば、長野原町には大津の鉄塚と与喜

屋の五輪塚の２基の古墳が存在するとされている。

しかし、現在までに発掘調査によって確認されたも
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のは一つもなく、現時点では東吾妻町の岩島地区が

古墳の西限である。集落としては、林宮原遺跡（22）

で１軒、下原遺跡（23）で１軒の住居が確認されて

いるが、いずれも小規模なものである。

奈良・平安時代 奈良時代の遺跡は極めて希薄で、

分布調査ではわずかに羽根尾Ⅱ遺跡（40）で確認さ

れただけである。これに対して平安時代の遺跡は多

く、97遺跡が確認されている。主な遺跡としては横

壁中村遺跡、花畑遺跡（18）、林宮原Ⅱ遺跡、楡木

Ⅱ遺跡、長野原一本松遺跡、向原遺跡、坪井遺跡な

どが挙げられる。各遺跡での住居の検出数は数軒と

少ないが、楡木Ⅱ遺跡では、９世紀後半から10世紀

前半にかけての竪穴住居が約30軒とまとまって検出

されており、「三家」や「長」と書かれた墨書土器

の存在とともに注目される。この地域の平安時代の

集落は、楡木Ⅱ遺跡にみられるように９世紀後半に

出現し10世紀前半に消滅するものがほとんどであ

り、特徴的である。特徴的な遺物としては、町立中

央小学校の敷地から出土した瓦塔があり、塔の最上

層にあたる屋根部がほぼ完形で残っているもので、

現在は同小学校に保管されている。

中世 この時期の資料は柳沢城跡、丸岩城跡（15）、

長野原城跡（33）、羽根尾城跡（39）、などの城館跡

が中心であったが、近年の発掘調査により遺跡が増

えつつある。西久保Ⅰ遺跡（13）、立馬Ⅰ遺跡、下

原遺跡、二反沢遺跡（24）、楡木Ⅱ遺跡、長野原一

本松遺跡などで遺構が確認されている。下原遺跡で

は畑跡や建物跡、二反沢遺跡では区画跡のほか、羽

口や鉄滓など製鉄関連遺跡も検出されている。本遺

跡においても、石垣を伴う館跡が検出されており、

柳沢城跡との関連で注目される。また平成12年度に

は踏査により金花山砦跡（９）が新たに見つかって

いる。

近世 近世の遺跡の大部分は1783（天明三）年の浅

間山の噴火に伴い発生した泥流堆積物により埋没し

たものである。主な遺跡としては、東宮遺跡（７）、

西ノ上遺跡（８）、川原湯勝沼遺跡、下田遺跡（19）、

中棚Ⅱ遺跡（26）、尾坂遺跡（30）、久々戸遺跡（31）、

小林家屋敷跡（34）などが挙げられる。多くは畑を

中心とする生産遺跡であるが、東宮遺跡、尾坂遺跡、

下田遺跡、小林家屋敷跡などでは民家跡も検出され

ている。特に小林家屋敷跡は、農業・酒造業を営み

この地域の分限者と呼ばれた小林家の屋敷の一部が

検出されたものであり、文献との照合もなされ重要

な発見である。本遺跡からは墓跡や泥流堆積物によ

り埋没した畑跡が検出されている。また平成17年度

調査では経塚を検出し、多数の一字一石経が出土し

ている。

泥流下から発見される遺跡は、旧地表面がそのま

ま保存されているものが多く、集落や生産域の構成

要素及びその関連性を具体的に読み取ることが可能

である。泥流の発生した日時が明らかであるため、

遺物の時期をほぼ限定することも可能であり、また、

通常では残らない建築部材や漆器などの植物遺存体

の検出例も多い。今後水没地の調査が進展するにつ

れ、泥流に埋没した遺跡の調査は更に増えることが

予想され、近世農村史研究に多大な寄与をもたらす

ものと考えられる。

参考文献（番号は表１の文献欄に対応）
１．六合村 1973 『六合村誌』
２．群埋文 1998 『長野原久々戸遺跡』第240集
３～18 群埋文 2002～2007 八ッ場ダム建設工事に伴う埋蔵文化財
発掘調査報告書　　第１集～第16集

19～24 群埋文 1998～2007 『年報』17～26

25．群馬県史編纂委員会 1988 『群馬県史　資料編』１
26．塩野新一 1972 『群馬県吾妻郡長野原町 堪場木遺跡調査（概
報）』

27．富田孝彦 2000「外輪原遺跡の弥生中期土器」『群馬考古学手帳』
10

28．長野原町 1976 『長野原町誌』上巻
29．長野原町 1993 『長野原町の自然』
30．長野原町教育委員会・高崎鉄道管理局 1979『石畑遺跡略報』
31．長野原町教育委員会 1990『長野原町の遺跡－町内遺跡詳細分
布調査報告書－』

32．長野原町教育委員会 1990『 Ⅱ遺跡』
33．長野原町教育委員会 1992『長畝Ⅱ遺跡・坪井遺跡』
34．長野原町教育委員会 1996『向原遺跡』
35．長野原町教育委員会 1997『滝原Ⅲ遺跡』
36．長野原町教育委員会 2000『坪井遺跡Ⅱ』
37．長野原町教育委員会 2001『暮坪遺跡』
38．長野原町教育委員会 2004『町内遺跡Ⅳ』
39．長野原町教育委員会 2004『林宮原遺跡Ⅱ』
40．長野原町教育委員会 2005『小林家屋敷跡』
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第４図　遺跡周辺の地形と発掘された遺跡の分布
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表１　周辺遺跡一覧表

番号 遺跡名 所在地 遺跡の主な内容 文献

1 横壁中村 長野原町横壁 本遺跡。 ５．７他

2 石畑Ⅰ岩陰 長野原町川原畑 県教委昭和53年度調査。縄文草創期から晩期の遺物と獣骨が出土。 30

3 石畑 長野原町川原畑 事業団平成８・９・10年度調査。縄文前期包含層。弥生中期土坑。近世畑。 4

4 二社平 長野原町川原畑 事業団平成８・10年度試掘。弥生後期土器片。近世畑。 4

5 三平Ⅰ・Ⅱ 長野原町川原畑 事業団平成16年度調査。縄文前期住居。中世建物。陥し穴多数。 15

6 上ノ平Ⅰ 長野原町川原畑 事業団平成18・19年度調査。縄文中期中葉から後期住居。平安住居。陥し穴多数。 24

7 東宮 長野原町川原畑 事業団平成７・９・19年度調査。近世民家、畑。 4

8 西ノ上 長野原町川原湯 事業団平成14年度調査。近世畑。 6

9 金花山砦跡 長野原町川原湯 町教委・事業団により平成12年度に踏査・確認。中世城跡。

10 川原湯勝沼 長野原町川原湯 事業団平成９・16年度調査。縄文前期後半の土坑、晩期終末期の再葬墓。近世畑。 8

11 横壁勝沼 長野原町横壁 事業団平成６・７年度調査。縄文中期から後期の土器。槍先形尖頭器が出土。 4

12 山根Ⅲ 長野原町横壁 事業団平成10・13・18年度調査。縄文中期後半の住居、土坑。 21.24

13 西久保Ⅰ 長野原町横壁 事業団平成６・10・12年度調査。縄文中期末葉の敷石住居、土坑。中期の水場以降。 4

14 柳沢城跡 長野原町横壁 町教委平成５年度調査。中世城跡。郭、堀切、土居等検出。 28

15 丸岩城跡 長野原町横壁 中世城跡。 28

16 立馬Ⅱ 長野原町林 事業団平成14年度調査。縄文時代中期初頭から後半の住居。 10

17 立馬Ⅰ 長野原町林 事業団平成13・14年度調査。縄文早期初頭、晩期の住居。弥生中期の住居、甕棺墓。 13

18 花畑 長野原町林 事業団平成９～ 12年度調査。平安住居。陥し穴多数。 4

19 下田 長野原町林 事業団平成７年度調査。近世民家、畑。 4

20 林中原Ⅰ 長野原町林 町教委平成15年度調査。縄文後期前半の敷石住居。 38

21 上原Ⅳ 長野原町林 事業団平成15年度調査。縄文後期前半の敷石住居。晩期後半の土器。近世水路。 23

22 林宮原 長野原町林 町教委15年度調査。古墳住居１軒。平安住居６軒。 39

23 下原 長野原町林 事業団平成12 ～ 16年度調査。古墳住居１軒。平安住居２軒。中世建物。近世畑。 5.14

24 二反沢 長野原町林 事業団平成12年度調査。中世区画、製鉄関連遺物。近世畑。 11

25 楡木Ⅲ 長野原町林 事業団平成10年度調査。縄文前期、後期の包含層。弥生中期の包含層。 4

26 中棚Ⅱ 長野原町林 事業団平成11・15年度調査。近世畑、石垣、道など。 5

27 楡木Ⅱ 長野原町林 事業団平成12・13年度調査。縄文早期初頭の集落。前期、中期初頭の住居。平安住居。中世建物。20.21

28 幸神 長野原町長野原 事業団平成８・９年度調査。縄文中期中葉から後半の住居。古代の可能性ある畑。 19

29 長野原一本松 長野原町長野原 事業団平成６～ 19年度調査。縄文中期後半から後期初頭にかけての拠点的集落。 3.17

30 尾坂 長野原町長野原 事業団平成６・７・11・18・19年度調査。近世民家、畑。 4

31 久々戸 長野原町長野原 事業団平成９～ 15年度調査。縄文晩期土器。近世畑、道、掘立柱建物。 5.6

32 向原 長野原町長野原 町教委平成５年度調査。縄文中期から後期の住居。平安住居。 34

33 長野原城跡 長野原町長野原 中世城跡。 28

34 小林家屋敷 長野原町長野原 町教委平成14年度調査。近世礎石建物、土蔵、石垣。 40

35 坪井 長野原町大津 町教委平成３・10年度調査。縄文前期、中期住居。弥生土器。平安住居。 33.36

36
堪場木石器時
代住居

長野原町大津 昭和29年調査。縄文中期後半の住居。群馬県史跡。 26

37 檞Ⅱ 長野原町大津 町教委昭和63年度調査。縄文後期前半の敷石住居４軒。 32

38 暮坪 長野原町羽根尾 町教委平成12年度調査。縄文前期前半の住居。 37

39 羽根尾城跡 長野原町羽根尾 中世城跡。 28

40 羽根尾Ⅱ 長野原町羽根尾 奈良散布地。 31

41 長畝Ⅱ 長野原町与喜屋 町教委平成12年度調査。縄文前期前半、中期後半の住居。 33

42 外輪原Ⅰ 長野原町与喜屋 町教委平成７年度試掘。縄文前後半の土器。弥生土器。 27

43 上ノ平 長野原町与喜屋 縄文中期、後期の土器、石器類出土。 28

44 滝原Ⅲ 長野原町応桑 町教委平成８年度調査。縄文中期後半の住居。中期末の敷石住居。 35

45 古屋敷 長野原町応桑 昭和３4年発見。後期前半の敷石住居。 28

46 広池 旧六合村赤岩 群馬大学昭和44年度調査。中期後半の住居。 1

47 上郷Ａ 東吾妻町三島 事業団平成15年度調査。陥し穴多数。押型文土器出土。 6

48 上郷岡原 東吾妻町三島 事業団平成14年度調査。縄文中期後半から後期前半住居。近世民家、畑。 18
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第１節　遺跡の概要

横壁中村遺跡は、縄文時代中期後半から後期後半

を中心とする集落遺跡で、平成18年度までの調査で

竪穴住居230軒以上が確認されており、県内でも有

数の大規模集落であることが判明しつつある。

遺跡は、その中央を流下する通称「山根沢」の両

側に展開しており、東側は「丸岩」の足下から流れ

る「東沢」までを範囲としている。北側及び西側の

範囲は今後の調査に負うところとなるが、冬には午

後３時で日が山に入る北向きの台地に、これほどの

大規模集落が維持されたのは、間近にこれらの沢が

あったからであろう。

この地で人々の生活が始まるのは、縄文時代早期か

らで、18区の１号埋没河道沿いで鵜ガ島台式土器等が

少量出土している。前期では、二ツ木式段階から十三

菩提式段階までの土器が断続的に出土しているが、こ

の時期の住居はまだ確認されていない。中期では、五

領ヶ台式から勝坂式にかけての土器がかなり広範囲で

出土しており、土坑はいくつか確認されている。住居

が出現するのは勝坂式後半からである。中期後半は集

落が最大規模となり、その後も集落はやや規模を縮小

しながら継続し、列石遺構や配石遺構、掘立柱建物等

が伴う集落が後期前半まで認められる。後期後半にな

ると山根沢の西側に配石墓群が形成されるが、この時

期の集落の構成ははっきりしない。晩期では、遺構は

明瞭なものが見当たらないが、遺物は前半期のものか

ら終末期まで多量に出土しており、本地域の主要遺跡

の一つといって良いだろう。

弥生時代初頭の遺物も比較的多く出土している

が、県内で稲作農耕が始まる中期後半期になると活

動の痕跡は途絶えてしまう。この状況は、本遺跡に

限らず、西吾妻地域全体に認められる傾向である。

その後、本地域に集落が戻るのは９世紀代からで、

本遺跡でも平安時代の住居が数軒確認され、炭化し

た床材が遺存する焼失住居跡も検出されている。

中世になると本地域には、海野一族が支配したと

される「三原荘」があり、戦国時代にはその一系で

もある真田氏が、甲斐武田氏の指示で本地域を掌握

するようになる。本遺跡の南西には柳沢城と丸岩城

があり、遺跡内では20区を中心に鍛冶場を伴う中世

の館が確認されている。また、その他に中世から江

戸期の墓や経塚、天明三年の浅間山噴火に伴う泥流

で埋没した畑も検出されている。

以上が発掘調査成果をもとにした本遺跡の概要で

ある。今回は、これまでの整理作業では扱っていな

い縄文時代の住居18軒と、縄文時代および弥生時代

の遺構外出土遺物を報告し、平成16年度までの調査

範囲を対象に当遺跡の縄文時代から弥生時代にかけ

ての集落動向をまとめておきたい。

第３章　発見された遺構と遺物

表２　横壁中村遺跡 遺構数集計表（平成８～16年度）
９区 10区 18区 19区 20区 28区 29区 30区 合計

竪穴住居 1 3 27 52 104 19 18 13 237

土坑 縄文     86 110 272 11 21 28 528

弥生 4 4

平安 1 1 2

中世以降 161 134 170 2 1 4 472

掘立柱建物 縄文 4 6 1 11

中世 3 7 10

埋設土器 縄文 2 23 9 27 4 2 67

９区 10区 18区 19区 20区 28区 29区 30区 合計

配石遺構 42 17 28 17 53 15 172

列石遺構 7 4 5 12 4 32

集石遺構 1 4 5

環状柱穴列 縄文     2     1 3

柱穴列 縄文 1 1     2

中世     1     1

焼土 縄文 1 2 2 2 1 8

中近世 12 6 16 34

埋没河道 1 5 6
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第２節　基本土層

本遺跡が乗る段丘面は、岩盤の上に吾妻川が運ん

だ段丘礫層を基盤としており、その上に南側の岩塊

を核とする山地からの崩落土と礫が繰り返し堆積し

て形成された、北向きの緩傾斜地に遺跡は立地して

いる。台地上の基本土層は、図に示したⅠ～Ⅹ層ま

で確認しているが､この10層が１箇所ですべて揃う

断面は今のところ認められない。また、各土層の層

厚は地区によって異なっているため、あえて記入し

ていない。

縄文時代の遺物は概ねⅤ層からⅦ層にわたって包

含されるが、晩期終末から弥生時代初頭の遺物はⅣ

層の下半分に包含される傾向がある。

第６図　横壁中村遺跡基本土層

Ⅰ層 表土（耕作土）

Ⅱａ層 浅間A泥流

Ⅱｂ層 浅間A軽石

Ⅱｃ層 浅間A軽石下畑の耕作土

Ⅲ層 淡褐色土　軟質で炭化物を含む。中世に比定される土壌で、20区１号館付近では炭化
物を多量に含み、黒土化していた。

Ⅳ層 灰黒褐色土　やや軟質で均質。古代に比定される土壌であるが、本遺跡では大半が混
土化されて、層としてはほとんど残っていない。

Ⅴ層 黄褐色土　やや軟質。縄文時代後期後半頃の土壌で、加曽利B式期の遺構と関連する。
今のところ、山根沢周囲に認められることから、Ⅷ層ないしはローム層の２次堆積の
可能性が高い。

Ⅵ層 灰褐色土　締まりのある土壌で、黄色軽石や白色粒子を多く含む。縄文時代に比定さ
れる土壌で、中期から後期前半の遺構・遺物はこの土層中に含まれる。なお、下半部
を中心に多量の礫（山石）を含む。

Ⅶ層 西側縁辺に特有に土壌で、層位はⅧ層と同じであり、沢沿いに流れたものかもしれな
い。この土層の上層部には縄文時代前期前半の土器が包含され、この土層で埋没した
土坑も確認されている。

Ⅷ層 黄褐色粘質土　崩落したローム層の２次堆積土で、多量の礫・砂礫を含む部分が多い。
本遺跡では20区の西半部でのみ確認されており、現在の山根地区集落はこの土層の高
まりの上に立地していると考える。供給源は山根集落南側の沢上流部、つまり丸岩の
北麓で、崩落時期は縄文時代早期後半頃と思われる。

Ⅸ層 黒褐色粘質土　硬質で粘性が強く、黄色軽石と白色粒子を多量に含む。

Ⅹ層 黄色砂礫層　吾妻川が運んだ段丘砂礫層で、本遺跡北側の崖面では15ｍ以上の堆積が
確認できる。この下層は基盤の岩塊となる。

Ⅰ

Ⅱa

Ⅱb

Ⅱc

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

Ⅵ

Ⅶ

Ⅷ

Ⅸ

Ⅹ



第７図　発掘された遺構配置と今報告の遺構
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第３節　縄文時代の竪穴住居

ここでは、平成８年度から平成16年度までの間に

発掘された縄文時代の竪穴住居18軒について報告す

る。これらは、諸般の事情からこれまでの報告では

扱いきれなかったもので、調査区は９区から30区ま

で分散しており、時期も中期勝坂式期から晩期終末

までのものを含む。表３に今回報告する住居の一覧

を、第７図にその位置を示す。

報告にあたって、まず集落の概要を述べておきた

い。本遺跡では縄文時代早期後半から晩期終末まで

の土器、およびそれらに伴う石器群をはじめとする

多量の遺物が出土している。遺構は、前期前半期か

ら土坑等が少数散見できるが、本格的な集落の形成

は中期勝坂式期からはじまる。勝坂終末期からは環

状集落が形成され、加曽利E4式期まで継続してい

る。集落は断絶期間を挟まずに後期称名寺１式期以

降も継続されているが、集落形態は変化し、特定の

一定範囲内に住居を繰り返し配置した状態で継続す

るようになる。後期の集落は堀之内１式期にピーク

を迎え、大型住居では出入り口に配石を伴う弧状列

石が構築されるケースも認められる。やがて堀之内

２式期には住居件数が大幅に減少し、加曽利B式期

では１～２軒の住居を残す状態まで減少する。

この頃、29区西側に配石墓の構築がはじまり、直

径10ｍ程の範囲に30基以上の配石墓が群集するよう

になる。その後、住居をはじめとする遺構は明瞭な

状態では確認できなくなるが、晩期のほぼ全時期に

わたって土器が出土しており、弥生時代後期前葉ま

で本遺跡は継続されている。

以上が本遺跡の概要だが、今回報告する住居は、

環状集落が形成された中期後半を中心に、多様な時

期を含んでいる。以下、区毎に報告する。

９区１号住居（第８図～第11図）

調査年度 平成15年度

位　置 ９区Ｘ～Ｙ－24～25グリッド

経　過 ９区の北西隅で確認された。ここは本遺跡

の中央を流れる山根沢の右岸に面しており、現況は

水田であった。当初は遺構の存在を想定していなか

ったが、北側の20区で山根沢の旧河道の一部を確認

し、旧河道が包含層になっていることが判明したこ

とから、この地区でも山根沢に向かってトレンチを

設定し、包含層の確認調査を実施したところ、本住

居が確認された。

本住居は山根沢に面した低地に構築されているた

め、遺構の確認は難しいが、保存状態は比較的良好

であった。

重　複 北東側に平安時代の土坑が数基と後世のか

く乱があり、一部が切られているが、いずれも黒褐

色土壌であり、明確にできない。

形　状 本住居は黒褐色土中に構築されているた

め、壁面ははっきりしなかったが、床面付近では板

状礫が集積されたように多数認められ、山側では壁

の立ち上がりも認められた。柱穴は15本が確認され、

炉の掘り方も２カ所が重複していることから、建て

替えが行われていると考えられる。

柱穴の規格性と炉の位置から、第９図に示した２

つの住居形態を想定した。復元Ａは柱穴９本が円形

状に並び、山根沢に向かって出入り口が付く。復元

Ｂは柱穴13本が楕円形に並び、土地の傾斜に合わせ

て北東方向に出入り口が付く。柱１と柱６の間およ

び柱11と柱12の間に未確認の柱穴を推定した。いず

れも出入り口部の施設は確認できなかったが、それ

を示す大きな対柱が認められる。復元Ａでは柱14と

柱15、復元Ｂでは柱３と柱４がそれにあたる。柱14

と柱15の間には板状礫２石を並べて敷いてあり（第

９図）、出入り口に伴う敷石の一部と考えられる。

このように推定した場合、いずれも出入り口部の

対柱右手の同じ位置に、柱としては必要とされない

柱穴が１本認められる。これには出入り口に伴う別

の用途、たとえば戸口の一部、あるいは標柱なを想

定したい。

床　面 床面はほぼ平坦で、炉の周囲を中心に所々

で硬化面が認められた。柱穴付近には板石や扁平な

地山礫を使用した敷石が残っており、本来は周縁に
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第８図　９区１号住居（１）
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第９図　９区１号住居（２）
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第10図　９区１号住居出土遺物（１）
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第11図　９区１号住居出土遺物（２）
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めぐるように配置されていたのであろう。その一部

は柱穴内の中に落ち込んでおり、柱の周囲の抑えと

しても使用されていたと考えられる（第９図）。

炉 方形状の掘り込みが重複した状態で確認さ

れ、東側の掘り込み内から埋設土器（第10図１）が

確認された。掘り込みの上面や周囲には長さ40㎝ほ

どの角柱状の礫や厚手の板石が点在しており、本来

は石囲い炉であったと想定される。炉内には明瞭な

焼土が残っており、炭化材も数多く依存していた。

埋設されていた土器は口縁部を打ち欠いた堀之内１

式土器の深鉢で、正位で埋設されており、比熱痕跡

も明瞭に残っている。

一方、その西側に重複する旧炉は、焼土などは取

り去られていたが、埋土の下層から焼けて白色化し

た獣骨が確認され、掘り方の南側床面が焼土化して

いた。

柱　穴 合計15本の柱穴が確認された。これらは、

先述のように復元Ａに示した柱穴９本が旧炉に伴う

柱に、復元Ｂに示した柱穴13本が埋設土器をもつ新

炉に伴う柱と想定した。このうち、復元Ａの下入口

部と想定した柱14と柱15は、東側に浅い柱穴状の掘

り込みを伴う。

遺　物 床面付近に多量の礫が投げ込まれたような

状態で確認され、その下から数多くの土器・石器が

混在した状態で出土した。

土器は総数227点が出土しており、主な土器は堀

之内１式が186点であり、そのほかに加曽利E3式が

７点、堀之内２式が６点等があり、このほかに土製

円盤が15点出土している。土器はいずれも保存状態

が悪く、器面の劣化が著しいため、接合に耐えうる

ものが少なかった。第10図１は炉内埋設土器で、深

鉢の胴部上半は打ち欠かれている。第11図22～35は

土製円盤で、いずれも堀之内１式土器を利用してい

る。これらの大半は柱穴内からの出土で、土製円盤

の使用方法を示唆する有力な事例となる。

石器は石鏃２点、削器２点、打製石斧４点、磨石

５点、敲石３点のほかに、剥片44点が出土しており、

そのうち石鏃１点を図示した。

所　見 炉内埋設土器および出土土器から、本住居

は後期堀之内１式期に比定される。住居はその形態

と出入り口部の方向を大きく変更する建て替えが行

われていると想定した。出入り口部の施設は未確認

だが、本来は柄鏡形の住居であると想定している。

また、柱穴から数多くの土製円盤が出土しており、

土製円盤の目的と使用方法を考えるうえで、有力な

事例が得られた。

10区３号住居（第12図～第14図）

調査年度 平成14年度

位　置 10区Ｅ～Ｇ－24～25グリッド

経　過 10区の北東隅で確認された。北側の20区か

ら続く住居群の一角にあり、その群のなかでは大型

の部類である。確認調査の当初は、大きな板状礫を

伴う敷石面があるだけだったが、その間近から石囲

い炉が確認されて、住居として認定された。

重　複 南側に住居が隣接するが重複関係は確認で

きない。

形　状 壁面の立ち上がりは確認できていないが、

敷石面と柱穴の位置などから想定すると、直径6.5

ｍ前後の円形状の主体部を持ち、傾斜に合わせて北

東方向に出入り口がつく柄鏡形敷石住居であると考

えられる。

床　面 明瞭な床面は確認できていないが、奥壁に

あたる住居南西部に、長さ４ｍほどにわたって大型

の板状礫や扁平な地山礫を並べた敷石面があり、こ

れと水平な面で石囲い炉が確認されている。

炉 炉は埋設土器を伴う方形石囲い炉である。

確認当初は、小さな礫が数個あっただけだったが、比

熱跡が明瞭な礫だったので断ち割り調査を行ったとこ

ろ、埋設土器が確認された。明瞭な焼土は確認できな

いが、埋設土器の周囲にも比熱して割れた礫が落ち込

んでおり、石囲い炉の一部であると考えてよい。

柱　穴 炉の位置を敷石面の位置から住居の輪郭を

想定し、柱穴の確認調査を行った結果、図にある７

本の柱穴が確認された。出入り口部に伴う対柱に該

当する柱６と柱７は、深さは問題ないが規模が小さ
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第12図　10区３号住居（１）
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第13図　10区３号住居（２）
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いため、さらに追及したが結果は得られなかった。

主体分をめぐる柱１～柱５も深さが心許ない。

遺　物 覆土の大半がすでに失われており、本住居

に伴う遺物は少ない。第14図１は炉に埋設されてい

た土器で、新潟県に主分布が認められる三十稲場式

土器の深鉢である。口縁部を打ち欠いて胴部のみが

使用されており、上端部には比熱痕跡が認められる。

２は堀之内１式土器の口縁部破片、１・４は三十稲

場式土器の胴部破片である。

所　見 本住居は、土器埋設石囲い炉を伴う柄鏡形

敷石住居で、炉に埋設されていた土器から、後期称

名寺式期に比定されよう。

18区９号住居

調査年度 平成９年度

位　置 18区Ｘ－25グリッド

経　過 18区の北西隅で石囲い炉が確認された。こ

の地区の調査は本遺跡でも初期の調査で、炉以外の

施設は確認できなかった。

重　複 重複関係はないが、すぐ東側に17号土坑が、

南西４ｍに18号土坑が隣接する。

炉 小振りな板状礫や扁平円礫の側縁を立て

て、直径50㎝ほどの円形状に並べた石囲い炉で、焼

土は認められないが、炉石の一部に被熱痕跡が認め

られた。

遺　物 本住居に伴う遺物は認められない。

時　期 時期を示す遺物はないが、炉の形態から中

期後半に比定しておきたい。

18区25号住居

調査年度 平成12・13年度

位　置 18区Ｋ－13グリッド

経　過 18区の東側、東沢に面した台地上で確認さ

れた。この地区は中期住居等が密集する場所で、本

住居はその西側端にある。上面を削平されているが、

地山に礫を多く含むため、床面付近は残っていた。

第14図　10区３号住居出土遺物

1

2

3
4

5
6



第３節　縄文時代の竪穴住居

29

第15図　18区９号・25号住居
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重　複 東側に26号住居が重複するが、切り合い関

係は不明である。

形　状 直径3.6ｍほどの円形状を呈し、北側に出

入り口施設が伴う可能性もあったが、判然としない。

山側で20㎝ほどの壁面を確認したが、その他の壁は

確認できなかった。

床　面 地山の黄色砂質土まで切り込んで床面を構

築しており、ほぼ水平な床面を呈するが、硬化面は

認められない。

炉 住居の中央部から、小振りな扁平礫を長軸

80㎝、短軸60㎝の楕円形に並べた石囲い炉が確認さ

れた。炉内に焼土は残っていなかったが、中央部に

直径25㎝ほどの浅い掘り込みがあり、土器が埋設さ

れていた可能性が高い。

柱　穴 炉の南側で１本、北側で２本、合計３本の

柱穴とみられる掘り込みを確認したが、いずれも柱

穴とするには掘り込みが浅く、判然としない。

遺　物 覆土中から少量の土器と石器が出土してい

る。第16図１～７はいずれも中期加曾利Ｅ３式の新

しい段階に該当する。

所　見 本住居は、出土土器から中期加曽利Ｅ３式

期新段階に比定されよう。

19区５号住居（第17図～第21図）

調査年度 平成11年度～平成12年度

位　置 19区Ｘ－24グリッド

第16図　18区25号住居出土遺物

1

2

3

4

5
6

7



第３節　縄文時代の竪穴住居

31

第17図　19区５号住居（１）
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第18図　19区５号住居（２）
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第19図　19区５号住居（３）
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第20図　19区５号住居出土遺物（１）
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第21図　19区５号住居出土遺物（２）
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第22図　19区11号住居
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経　過 19区北東隅で確認された。ここは中期後半

の環状集落のなかにあたるため、住居が密集してお

り、重複する住居も多い。確認調査の段階では、小

さな礫が数多くあり、その下から板状礫を使用した

敷石面が確認された。その後敷石面が複数検出され、

その周囲では炭化材や拳大の円礫を集積した周礫も

確認された。敷石面は、当初は大型住居（58号住居）

に伴うものと考えたが、その柱穴に重複して石囲い

炉が確認され、２軒の住居が重複していることが判

明した。

重　複 重複する19区4号住居を切り、後期の19区

58号住居に切られる。

形　状 主体分は直径4.2ｍほどの円形を呈し、北

側に出入り口をもつ柄鏡形敷石住居である。重複す

る８号住居に北側半分を削平され、壁面と敷石の多

くを失っているが、炉と柱穴の配置から、辛うじて

住居形状が想定できる。

床　面 先述のとおり、北側の半分を58号住居に切

られているが、南側の床面に大きな板状礫を敷いた

敷石面が残っており、本来は全面敷石タイプの住居

であったと考えられる。この敷石の壁側上面に拳大

の円礫を集積した周礫が確認できた。また、敷石面

の周囲の床面から、屋根材とみられる炭化物が確認

されている。

炉 土器埋設石囲い炉である。炉の上面から深

鉢の大型破片を敷き詰めたような状態で確認され、

その下に扁平礫を立てて方形状に組んだ石囲い炉が

確認された。また、炉の北東隅から、小型深鉢の胴

部を炉の中央側に傾けて正位に埋設した土器（第20

図２）が検出された。炉は一辺50㎝ほどの方形を呈

し、炉内には焼土が残っていた。

柱　穴 第18図下に示した８本に、柱２の南に示し

た未確認の柱を加えた９本を主柱と想定した。

遺　物 土器は加曽利E４式どきを中心に出土して

いる。第20図１・６は炉の上面に敷かれていた大型

深鉢の破片、２は炉内に埋設されていた小型深鉢の

胴部、３は柱１から出土した深鉢胴部片、第21図

９・11は58号住居の柱穴からの出土である。その他

は床面付近から覆土中の出土だが、後期の９・10・

11は重複する58号住居の遺物である。

所　見 炉内埋設土器および覆土中出土土器から、

本住居は中期末の加曽利E４式期に比定されよう。

19区11号住居（第22図・第23図）

調査年度 平成13年度

位　置 19区T－19グリッド

経　過 本住居は山根沢左岸にあり、現状は水田と

畑の地境であった。住居の大半は水田による削平で

切られており、調査当初は土坑（35号・41号・66号

土坑）として登録された。その後、66号土坑から炉

内埋設土器が確認され、35号・41号とともに住居と

して登録した。

重　複 北側に10号住居、南側に17号・26号住居が

隣接する。

第23図　19区11号住居出土遺物
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第24図　19区12号住居
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炉 土器埋設炉で、胴部下半を打ち欠いた大型

深鉢を正位で埋設している。炉の上面や周囲には礫

が数多く点在しており、石囲いがあった可能性もあ

る。

遺　物 出土土器は少なく、ほぼ同時期の土器が少

量出土している。

所　見 炉内埋設土器から、本住居は勝坂３式期に

比定されよう。

19区12号住居（第24図・第25図）

調査年度 平成13年度

位　置 19区Y－21グリッド

経　過 中期の19区９号住居を調査中に、北西側の

覆土中に被熱した礫がコの字状に組んだ状態で確認

された。礫の周囲では後期の土器も認められること

から、住居として認定した。

重　複 19区９号住居の北西側に重複し、これを切

っている。

炉 被熱痕跡が明瞭な扁平礫３石をコの字形に

組んだ状態で確認されており、周囲には同様に被熱

下礫が点在していた。本来は方形の石囲い炉だと考

えられる。

遺　物 炉の周囲から、後期加曽利B１式～２式土

器が少量確認されている。

所　見 石囲い炉とその周囲から出土した少量の土

器のみの確認だが、土器の年代から加曽利B２式期

に比定しておきたい。本住居の南側には出入り口部

に弧状列石を伴う後期の住居群が群在しており、そ

のなかには加曽利B２式きの住居まで認められる。

19区13号住居（第26図・第27図）

調査年度 平成13年度

位　置 19区U－21～22グリッド

経　過 住居の密集する地区で確認された。

重　複 北西側を10号住居と重複するが、切り合い

関係は判然としない。また、住居の中央部に20号・

21号・24号土坑が重複し、これに切られる。この大

型土坑はその後の検討で19区２号環状柱穴列に改め

た。

形　状 長軸4.8ｍ、短軸4.2ｍほどの楕円形を呈す

る。壁は山側で30㎝ほどの立ち上がりが認められた

が、北側では不明瞭で、北端部は切られている。

床　面 地山の黄色シルト質土を使用した貼り床

が、住居のほぼ全面にわたって認められた。床面は

ほぼ平坦である。

炉 棒状の礫を組んだ長方形の石囲い炉で、長

軸80㎝、短軸50㎝ほどと思われるが、南端を20号土

坑に切られて不明である。炉石は北東隅の１石が欠

落しており、この部分に深鉢の口縁部（第27図１）

を逆位に伏せて置いてあった。炉内に焼土はほどん

ど残っていなかったが、炉石には被熱痕跡が認めら

れた。

柱　穴 柱穴は３本が確認された。長方形に配置さ

れた４本柱を想定すると、もう１本は21号土坑に位

置にあったと考える。

遺　物 覆土中から比較的多くの遺物が出土した。

土器は加曽利E２式期を主体に、勝坂式や加曽利E

１式土器も混在している。また、関東系の加曽利E

２式土器のほかに、唐草文系土器や曽利式系の土器

も数多く出土している。

第25図　19区12号住居出土遺物
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第26図　19区13号住居
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所　見 出土土器は加曽利E２式期を主体としてお

り、本住居はその時期に比定される。

19区15号住居（第28図～第30図）

調査年度 平成13年度

位　置 19区T－22グリッド

経　過 13号住居の北東にあり、住居が密集する地

点で確認された。本住居は様々な削平を受けてい

る。

重　複 住居の両側ときたがわの一部が削平されて

残っていない。また、中央部の上面を後世の１号溝

等で切られているが、床面までは達していない。

形　状 三方を切られているが、南壁と柱穴の配置

から、長軸4.5ｍほどの楕円形あるいは円形状の平

面形であったと想定する。確認面からの深さは、山

側で52㎝である。

床　面 平坦でよく締まった良好な床面が確認され

ている。

炉 細長い礫10石を組み合わせて組んだ長方形

の石囲い炉で、規模は長軸70㎝、短軸50㎝である。

炉内には焼土が少量残っていた。

柱　穴 柱穴は４本確認されたが、南側に位置を示

した未確認の１本と長方形を構成する３本が主柱に

なると想定した。

遺　物 覆土下層から比較的多くの遺物が出土して

いる。土器は、加曽利E１式から２式にかけて出土

しており、曽利Ⅰ式がこれに加わっている。第29図

２・３・６はE１式段階の土器で、２は口縁部に図

案化した立体的なS字文を貼付している。３は口縁

部に交互刺突による鋸歯文を施し、渦巻文を施した

立体的な突起が付けられる。１・４・５はE２式段

階の土器で、１は口縁部文様がつけられない。曽利

式の影響か。４・５は口縁部に２本の隆線で渦巻文

を連結して描く。10はこのタイプの胴部であろうか。

７～９は１と同様な構成をとる土器であろうか。い

ぜれも勝坂式系統の口縁部であり、判断が難しい。

13～15は曽利１式の胴部である。第30図16～20は浅

鉢で、16・17は赤色塗彩を伴う。21は有孔鍔付土器

の口縁部で、やはり赤色塗彩が施されている。石器

は２点だけ図化した。22は木の葉形の削器、23は打

製石斧である。

所　見 出土土器は加曽利Ｅ１式から２式古段階を

主体としており、本住居は加曽利E２式古段階に比

定しておきたい。

19区50号住居（第31図～第33図）

調査年度 平成13年度

位　置 19区X～Y－15グリッド

経　過 後期の住居が密集する地点で確認された。

数多くの後期住居と重複しているが、かろうじて出

入り口部埋甕と敷石の一部が残った。

重　複 後期の28号・32号・53号・55号・57号住居

と重複し、これらに切られる。

形　状 北東側に出入り口がつく柄鏡形敷石住居

で、主体部は直径5.5ｍの円形である。住居中央部

のやや出入り口寄りに炉があり、炉と出入り口の対

柱との間に埋設土器が設置されている。埋設土器は、

その軸線上よりかなり西側にずれた位置にある。使

用された土器は深鉢の胴部下半（第33図６）で、正

位に埋設されていた。

床　面 住居の奥から出入り口に向かってかなりの

傾斜が認められる。床面は、９本の柱穴をほぼ直線

でつないだ内側を５㎝程度掘りくぼめ、その段差に

沿って打ち欠いた小さな板石や円礫を並べている。

敷石はおそらくその内側に敷かれていたと考えられ

るが、調査時にはほとんど残っていなかった。この

段差があったことで、そこに並べられた小さな石が

残ったのであろう。

なお、出入り口部対柱の手前に残っている板石は、

出入り口に敷いた敷石の一部であろう。

炉 土器埋設を伴う方形の石囲い炉で、住居中

央部のやや出入り口よりにあり、奥壁の柱穴と出入

り口対柱をつなぐ軸線上に設置されている。炉は一

辺70㎝の大きさがあり、大きな扁平礫４石で方形に

組まれている。埋設土器は、大型深鉢の胴部下半

（第33図１）を中央部に正位で設置されている。炉
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第27図　19区13号住居出土遺物
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第28図　19区15号住居
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第29図　19区15号住居出土遺物（１）
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内に焼土はわずかしか残っていないが、炉石は被熱

痕跡が著しい。

柱　穴 合計10本が確認されているが、柱５を除く

９本が主柱になるだろう。

遺　物 重複が激しいため、覆土中の遺物はほとん

ど残っていない。第33図１は炉の埋設土器で、加曽

利E４式古段階の要素をもつ。６は出入り口部に埋

設されていた土器で、１と時期が符合する。２・５

は後期称名寺式期に下る土器で、いずれも覆土中か

らの出土であり、本住居の土器か疑わしい。３・７

は微隆起線で文様を区画する土器で、３は柱５から

の出土である。４は１と同類のもので、柱４から出

土している。

所　見 炉内埋設土器及び出入り口部埋設土器は加

曽利E４式古段階に比定される土器であり、本住居

はその時期に比定されよう。

19区52号住居（第34図・第35図）

調査年度 平成13年度

位　置 19区Y－14グリッド

経　過 19区50号住居の南側に隣接する。住居が密

集する地区にあり、35号住居とほとんど重なった状

態で、その下から確認された。住居の掘り込みが深

かったため、重複がこの住居の保存に幸いし、本遺

跡では希な全景を知ることのできる住居である。

重　複 加曽利E３式期の19区35号住居と重複し、

これに切られる。

形　状 平面形は、地山の傾斜に合わせて長軸をと

第30図　19区15号住居出土遺物（２）
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第31図　19区50号住居（１）
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第32図　19区50号住居（２）
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る楕円形の住居で、規模は長軸4.1ｍ、短軸3.8ｍを

計る。壁は上方にやや開いた状態で全周するが、構

築時は垂直に立ち上がっていたと想定する。壁高は

最も深い山側で42㎝を計る。出入り口を示す施設は

確認していないが、日がさす方向から短軸右手にあ

たる南東側にあったと想定している。

炉 土器埋設長方形石囲い炉で、住居の中央よ

りやや谷側に設置している。炉の長軸は住居形状に

合わせており、長さ20～30㎝の地山礫の側縁を立て

て長方形に組んでいる。炉内埋設土器は、小型深鉢

の胴部下半を打ち欠いたものを使用し、長軸の奥壁

に正位で設置している。炉内は、炉石の内側を深さ

15㎝ほど掘り込んで地山の黄褐色土に入れ替えてい

る。焼土はほとんど残っていないが、炉石には比熱

痕跡が認められる。

なお、炉の掘り方は直径1.1ｍの円形で、炉の形

第33図　19区50号住居出土遺物
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第34図　19区52号住居
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第35図　19区52号住居出土遺物
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態とは違和感がある。造り替えがあったのかもしれ

ない。

柱　穴 ５本の主柱を五角形に配置している。炉の

長軸と合わせると、ややずれた配置になっている。

遺　物 覆土中から多量の遺物が出土している。土

器は加曽利E１式新段階のものが主体で、他に曽利

式古段階の土器もある。第35図１は炉内埋設土器で、

口縁部に弧状隆線の端部につく渦巻文を組み合わせ

て文様を構成している。10・12は浅鉢、11は有孔鍔

付土器で、11と12は赤色塗彩を伴う。13は削器であ

る。

所　見 炉内埋設土器及び覆土中出土の土器は加曽

利Ｅ１式期新段階を主体としており、本住居は当該

期に比定されよう。

20区74号住居（第36図・第37図）

調査年度 平成13年度

位　置 20区A－20グリッド

経　過 西側地区のほぼ中央部で晩期終末の土器が

一定範囲から集中して出土した。炉や柱穴は確認で

きなかったが、遺物量と集中の度合いが著しいこと

から、住居と認定した。

重　複 北側の一部を中期の土坑と重複するが、本

住居は輪郭が不明瞭で、重複関係ははっきりしな

い。

形　状 土器はほぼ一定のレベルで出土している

が、炉や床面の把握はできなかった。土器の分布は

直径3.5ｍほどの範囲で認められた。

遺　物 土器は多量に出土したが、接合するものは

少なく、かろうじて第37図に示した２個体が復元で

きた。１は頸部が外反してすぼまる大型深鉢で、胴

部に細密条痕文を地文に半裁竹管による併行沈線で

稲妻状文を施す。２は口縁部に３条の太い沈線がめ

ぐる鉢で、２点とも晩期終末の氷Ⅰ式に比定され

る。

所　見 住居として認定できる要素が乏しいが、本

遺跡では晩期終末の土器が多量に出土しており、こ

こに居住していたことは間違いないと考える。出土

土器は晩期終末の氷Ⅰ式に比定される。

28区８号住居（第38図・第39図）

調査年度 平成８年度

位　置 28区F－１グリッド

経　過 東沢に面した台地上で確認された。この地

区は地山に礫を多量に含んでおり、その地山礫の間

から埋設された土器が確認された。周囲に炉や柱穴

は見つからないので、単独の１号埋甕として登録さ

れた。

その後の整理作業のなかで数多く確認されていた

埋設土器を検討した結果、そのなかには住居の炉や

出入り口に埋設されていたものが、単独で扱われて

いるケースも多いことが判明した。本遺跡では、住

居施設の一部に土器を使用する場合、口縁部や胴部

下半を打ち欠いて使用する傾向が強く、また正位で

埋設されることが多い。この埋設土器は打ち欠いた

口縁端部に被熱痕跡が認められることから、住居の

炉内に埋設されていたと判断された。

重　複 北側に28区１号住居が隣接するが、重複す

る遺構はない。

遺　物 第39図１が埋設されていた土器である。口

縁部が打ち欠かれ、胴部下半の一部を欠損した深鉢

で、唐草文系土器に比定される。唐草文系土器の器

形に、加曽利E３式の文様構成を使って唐草文系の

文様を配置したもので、両者の折衷的な土器と言っ

てよい。なお、この埋設土器に伴う他の遺物は認め

られない。

所　見 埋設されていた土器は、上端部に明瞭な被

熱痕跡が認められることから、住居の炉に埋設され

ていたと判断される。時期は加曽利E３式期に比定

されよう。

28区10号住居（第40図）

調査年度 平成９年度

位　置 28区P－３グリッド

経　過 ８号住居の西側台地上に位置する。この地

区は縄文時代の列石群と配石群が展開する場所で、



第３章　発見された遺構と遺物

52

第36図　20区74号住居



第３節　縄文時代の竪穴住居

53

1

2

第37図　20区74号住居出土遺物
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第38図　28区８号住居
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本住居はその下を40㎝ほど掘り下げた面でまず石囲

い炉が確認され、床面を追跡しながら拡張していっ

た。

重　複 重複する遺構はない。北側に11号住居が隣

接する。

形　状 明瞭な立ち上がりは確認できていないが、

床面の広がりは直径2.8ｍほどの円形状の範囲で認

められた。炉も小型のものであり、よく付合してい

る。

床　面 炉の周囲にやや締まった床面がほぼ水平に

広がっている。炉の南東方向に大型の地山礫の一部

が突出しているが、地山礫の多いこの地区ではいた

しかたない。周囲の壁に相当する位置には大きな地

山礫が点在する。

炉 長方形の石囲い炉で、住居の中央に設置さ

れている。小振りな地山礫の側面を立てて長方形に

組んだ石囲い炉で、規模は長軸50㎝、短軸30㎝、床

面からの深さは25㎝である。炉内に焼土はほとんど

残っていないが、炉石には被熱による変色と炭化物

の付着が明瞭に認められた。

柱　穴 確認されていない。

遺　物 中期後半の土器細片が少量出土している

が、図化にたえるものはない。

所　見 小型の住居だが、炉や床面はしっかりして

おり、南側に位置する18区28号住居とよく似ている。

加曽利E３式期に該当するものと思われるが、時期

を示す材料が乏しいため、ここでは中期に比定して

おきたい。

28区12号住居（第40図）

調査年度 平成９年度

位　置 28区R－２グリッド

経　過 10号住居の南西６ｍで確認された。大小

様々な地山礫が集積しているなかに、円形状に地山

礫がない場所があり、その下方で焼土が確認された。

炉石は未確認だが、焼土は円形状の空白部の中央に

位置することから炉と認識され、住居として認定さ

れた。

重　複 重複する遺構はない。

形　状 床に相当する面は確認できなかったが、礫

のない空白部は直径３ｍほどの円形を呈する。

炉 焼土は、ブロック状にものが30㎝ほどの範

囲に認められ、地山礫空白部の中央に位置する。炉

石等は未確認である。

柱　穴 炉とみられる焼土の北側に、直径80㎝ほど

の柱穴状の掘り込みが確認されたが、本住居に伴う

柱穴ではないだろう。

遺　物 中期後半の土器細片が少量出土している

が、図化にたえるものはない。

所　見 28区10号住居と同様に、中期に比定してお

きたい。

第39図　28区８号住居出土遺物
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第40図　28区10号・12号住居
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第41図　30区29号・32号住居
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30区29号住居（第41図）

調査年度 平成13年度

位　置 30区O－１グリッド

経　過 30区西側の住居が密集する地点で確認され

た。炉のみの確認であり、重複する遺構が多いため、

この炉に伴う柱穴等の施設が選択できない。

重　複 真上に後期の４号配石が重なり、北東に中

期の28号住居が重複する。切り合い関係は判然とし

ない。

炉 長軸50㎝、短軸40㎝の楕円形の焼土が残さ

れており、その中央に二回りほど小さな楕円形の掘

り込みで焼土が切られている。掘り込みの深さは25

㎝で、柱穴状に垂直に掘り込んでいる。

調査時は、石囲い炉の上面が削平されて焼土のみ

が残ったもので、中央の掘り込みは埋設土器を抜き

取ったと考えたが、釈然としない。

遺　物 この炉に伴う遺物は特定できない。

時　期 炉の焼土とみられるもの以外に材料がない

が、周囲に密集する住居の存在から、中期に比定し

ておきたい。

30区32号住居（第41図・第42図）

調査年度 平成13年度

位　置 30区N－１～２グリッド

経　過 29号住居のすぐ東側に位置する。この住居

もまず炉が確認され、次いで柱穴の調査を行ったが、

本住居に伴うと判断できる柱穴は３本しか見つから

なかった。

重　複 南側に26号住居、北側に27号住居、西側に

28号住居が重複するが、切り合い関係は判然としな

い。

形　状 炉の位置と柱穴の配置から、直径4.5ｍ前

後の円形状を呈すると想定できるが、壁は確認でき

ていない。

床　面 確認できていない。

炉 土器埋設方形石囲い炉で、住居の中央部に

位置する。炉石はすでに失われており、削平された

のか、抜き取られたのか、判然としない。埋設土器

は、加曽利E３式期の大型深鉢の胴部下半と口縁部

を打ち欠いたものを使用しており、炉の南西寄りに

設置している。もともと口縁部がなかったのか、炉

石と共に削平されたのかは不明である。なお、炉内

に焼土は残っていない。

柱　穴 ３本を確認するに止まった。炉からの距離

は1.5～1.8ｍほどでほぼ揃っており、各柱間も1.8ｍ

前後で揃っている。これらの柱穴の配置から想定す

ると、主柱は６本柱であったと思われる。

遺　物 炉内埋設土器以外で、本住居に伴う遺物は

特定できない。埋設土器は、前述のように、加曽利

E３式期の大型深鉢の胴部下半と口縁部を打ち欠い

たもので、胴部のみで全周している。

所　見 炉内埋設土器は加曽利E３式期に比定され

ることから、本住居は当該期に比定されよう。

第42図　30区32号住居出土遺物
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第43図　30区30号住居（１）
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第44図　30区30号住居（２）
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30区30号住居（第43図～第45図）

調査年度 平成13年度

位　置 30区C－５グリッド

経　過 30区西側の、この地区は中期環状集落の範

囲にあたるが、後期から晩期にかけて遺構・遺物が

最も集中したことから、それ以前の遺構が失われた

のである。本住居に重複・隣接して37号住居と10号

土器埋設遺構（住居）が残っているが、いずれも掘

り込みが深かったために削平を免れた（第43図）。

本住居は炉とその直上から出土した少量の遺物の

みが確認されているが、それは炉の上面に多量の礫

が投げ込まれており、これが削平を防いでくれたの

である。この礫群は調査時には30区13号配石と認定

されたが、礫の下から埋設された土器が検出された

（第44図）。

重　複 南側を加曽利E２式期の10号土器埋設遺構

（住居）、及び後期の36号住居と重複し、これらに切

られる。また、西側５ｍに勝坂２式期の37号住居が

隣接する。

形　状 炉のみの確認であり、形状を示す材料が得

られていない。

床　面 確認できていない。

炉 土器埋設炉である。ただし、炉の掘り方と

して直径1.8ｍ、深さ20～30㎝にわたって礫混じり

の地山を掘り込んでおり、土器を埋設するには規模

が大き過ぎる。理由は不明である。

埋設されていた土器は、勝坂２式期の深鉢の口縁

部上端と胴部下半を打ち欠いたものを使用し、正位

で設置されていた。土器の上端には被熱痕跡が明瞭

に認められる。

柱　穴 確認されていない。

遺　物 炉埋設土器を覆っていた礫群の中から、少

量の遺物が出土している。第45図２は、勝坂２式土

器の胴部を使用した大きな土製円盤である。この他

に石鏃、黒曜石の石核、削器などが出土している。

所　見 炉内埋設土器は勝坂２式に比定されること

から、本住居は当該期に比定されよう。

第45図　30区30号住居出土遺物
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